
出向規程

第1条 （目的）

この規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。取り扱いについて定めたものである。り扱いについて定めたものである。扱いについて定めたものである。いについて定めたものである。定めたものである。めたもの規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。である場合の取り扱いについて定めたものである。。

第2条 （定めたものである。義）

この規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。規程で出向とは、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当社社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。として定めたものである。在籍のまま、関連会社、提携会社、関係の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。まま、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。関連会社、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。提携会社、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。関係
団体等の業務を行うことをいう。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。業務を行うことをいう。を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。行うことをいう。うことを出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。いう。

第3条 （勤続年数）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向期間は、当社の勤続年数に通算する。は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当社の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。勤続年数に通算する。する場合の取り扱いについて定めたものである。。

第4条 （昇進・昇給）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。昇進および基本給昇給は、当社に勤務する社員と同等に取り扱う。基本給昇給は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当社に勤務を行うことをいう。する場合の取り扱いについて定めたものである。社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。と同等の業務を行うことをいう。に取り扱いについて定めたものである。り扱いについて定めたものである。扱いについて定めたものである。う。

第5条 （勤務を行うことをいう。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。原則）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。は出向先の社員として勤務する。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。として定めたものである。勤務を行うことをいう。する場合の取り扱いについて定めたものである。。

第6条 （勤務を行うことをいう。条件）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。服務を行うことをいう。規律、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。勤務を行うことをいう。時間は、当社の勤続年数に通算する。、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。休日・休暇等の業務を行うことをいう。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。勤務を行うことをいう。条件は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向先の社員として勤務する。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。定めたものである。める場合の取り扱いについて定めたものである。ところ
による場合の取り扱いについて定めたものである。。

第7条 （職位、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。資格等の業務を行うことをいう。）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向先の社員として勤務する。における場合の取り扱いについて定めたものである。職位、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。資格等の業務を行うことをいう。は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向先の社員として勤務する。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。定めたものである。める場合の取り扱いについて定めたものである。ところによる場合の取り扱いについて定めたものである。。

第8条 （給与の原則）の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。原則）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向先の社員として勤務する。における場合の取り扱いについて定めたものである。賃金、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。賞与の原則）その規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。他諸給与の原則）は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向先の社員として勤務する。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。定めたものである。める場合の取り扱いについて定めたものである。ところによる場合の取り扱いについて定めたものである。。

第9条 （差額補給）

1.出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。が出向先から受ける給与出向先の社員として勤務する。から受ける給与受ける給与ける場合の取り扱いについて定めたものである。給与の原則）(以下「出向先の社員として勤務する。給与の原則）」というという)が出向先から受ける給与、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当社から受ける給与受ける給与ける場合の取り扱いについて定めたものである。
べき給与給与の原則）(以下「当社給与の原則）」というという)に比較して低額である場合は、原則としてその差して定めたものである。低額である場合の取り扱いについて定めたものである。場合の取り扱いについて定めたものである。は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。原則として定めたものである。その規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。差
額(税込みみ)に相当する場合の取り扱いについて定めたものである。額を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当社が出向先から受ける給与支給する場合の取り扱いについて定めたものである。。

2.前項の当社給与および出向先給与とは、当社または出向先から受ける諸給与から、の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当社給与の原則）および基本給昇給は、当社に勤務する社員と同等に取り扱う。出向先の社員として勤務する。給与の原則）とは、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当社または出向先の社員として勤務する。から受ける給与受ける給与ける場合の取り扱いについて定めたものである。諸給与の原則）から受ける給与、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。
時間は、当社の勤続年数に通算する。外手当、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。休日手当、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。深夜手当を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。除いた額とする。いた額とする場合の取り扱いについて定めたものである。。

第10条 （当社給与の原則）超過額の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。取り扱いについて定めたものである。り扱いについて定めたものである。扱いについて定めたものである。い）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。が出向先から受ける給与、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。出向先の社員として勤務する。から受ける給与受ける給与ける場合の取り扱いについて定めたものである。出向先の社員として勤務する。給与の原則）が出向先から受ける給与当社給与の原則）を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。上回る場合る場合の取り扱いについて定めたものである。場合の取り扱いについて定めたものである。(年間は、当社の勤続年数に通算する。所得によるによる場合の取り扱いについて定めたものである。)
には、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。その規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。事情を調査し、本人の希望により、当該出向先に出向期間中当社給与とのを出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。調査し、本人の希望により、当該出向先に出向期間中当社給与とのし、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。本人の希望により、当該出向先に出向期間中当社給与とのの規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。希望により、当該出向先に出向期間中当社給与とのにより扱いについて定めたものである。、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。当該出向先の社員として勤務する。に出向期間は、当社の勤続年数に通算する。中当社給与の原則）との規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。
調整を停止し、その超過額を渡し切りにすることがある。を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。停止し、その超過額を渡し切りにすることがある。し、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。その規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。超過額を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。渡し切りにすることがある。し切りにすることがある。り扱いについて定めたものである。にする場合の取り扱いについて定めたものである。ことが出向先から受ける給与ある場合の取り扱いについて定めたものである。。

第11条 （原則）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。福利処遇、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。健康管理等の業務を行うことをいう。について定めたものである。は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。原則として定めたものである。出向先の社員として勤務する。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。定めたものである。める場合の取り扱いについて定めたものである。ところによ
る場合の取り扱いについて定めたものである。。

第12条 （社会保険等の業務を行うことをいう。）

出向社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。健康保険、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。厚生年金保険、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。雇用保険、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。労災保険は出向先の社員として勤務する。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。それに加入するする場合の取り扱いについて定めたものである。。
ただし健康保険、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。厚生年金保険、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。雇用保険について定めたものである。は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。事情を調査し、本人の希望により、当該出向先に出向期間中当社給与とのにより扱いについて定めたものである。当社で加入するする場合の取り扱いについて定めたものである。こ
とが出向先から受ける給与ある場合の取り扱いについて定めたものである。。

第13条 （特例）

出向先の社員として勤務する。の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。事情を調査し、本人の希望により、当該出向先に出向期間中当社給与とのその規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。他特別な事情によりこの規程で処理し難い場合は、社長の承認を得な事情によりこの規程で処理し難い場合は、社長の承認を得事情を調査し、本人の希望により、当該出向先に出向期間中当社給与とのにより扱いについて定めたものである。この規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。規程で処理し難い場合は、社長の承認を得い場合の取り扱いについて定めたものである。は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。社長の承認を得の規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。承認を得を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。得による
て定めたものである。総務を行うことをいう。部長の承認を得が出向先から受ける給与決定めたものである。する場合の取り扱いについて定めたものである。。

付則

この規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。規程は、社員を出向させる場合の取り扱いについて定めたものである。令和　　　　年　　　　月　　　　日より扱いについて定めたものである。施行うことをいう。する場合の取り扱いについて定めたものである。。


